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昔
か
ら
音
楽
が
好
き
で
、

趣
味
で
楽
し
む
範
囲
で
は
あ

る
が
、
あ
る
楽
器
を
長
年
演

奏
し
て
お
り
自
分
の
楽
し
み

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
▼
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
始
め
た
頃

は
、
練
習
す
れ
ば
す
る
ほ
ど

上
達
が
実
感
で
き
る
時
期
が

し
ば
ら
く
続
く
。
と
こ
ろ
が
、

あ
る
一
定
の
レ
ベ
ル
に
達
す
る

と
、
練
習
量
は
以
前
よ
り
増

え
て
い
る
の
に
上
達
の
速
度

が
明
ら
か
に
落
ち
る
。
あ
れ

こ
れ
試
行
錯
誤
し
て
も
一
向

に
上
達
せ
ず
、
そ
う
な
る
と

練
習
す
る
の
も
苦
痛
に
な
る

が
、
そ
こ
を
踏
ん
張
っ
て
工

夫
を
重
ね
て
練
習
し
続
け
て

い
く
う
ち
に
、
突
然
、
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、一
段
高
い
レ
ベ
ル

に
至
る
▼
こ
の
よ
う
な
上
達

の
過
程
は
程
度
の
差
こ
そ
あ

れ
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
も
共

通
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
実
際
、
い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー

ツ
選
手
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
こ
と
を

言
っ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と

が
あ
る
。
要
は
、
分
野
を
問

わ
ず
、
上
達
の
過
程
は
一
直

線
で
は
な
く
、
必
ず
訪
れ
る

停
滞
期
に
い
か
に
工
夫
を
重

ね
、
努
力
を
継
続
で
き
る
か

が
、
更
に
高
い
レ
ベ
ル
に
上
が

る
た
め
の
鍵
で
あ
る
と
い
う

こ
と
な
の
だ
ろ
う
▼
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
考
え
た
あ
と
、

自
分
と
比
較
す
る
の
は
お
こ

が
ま
し
い
が
、
学
内
で
接
す

る
学
生
さ
ん
た
ち
に
対
し
て

更
に
親
近
感
を
感
じ
、
想
い

を
馳
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

皆
、
更
に
高
い
レ
ベ
ル
に
到

達
す
る
た
め
に
日
々
試
行
錯

誤
を
重
ね
て
い
る
に
違
い
な

い
と
。
学
生
さ
ん
た
ち
一
人
一

人
の
競
技
力
ア
ッ
プ
を
心
よ

り
願
い
た
い
。（
Ｈ
・
Ｋ
）

質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
３
件
を
採

用
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
採

用
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

は
、
必
要
物
品
の
購
入
や
教

職
員
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
な
ど

の
支
援
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
年
度
末
に
は
成
果

報
告
会
も
予
定
さ
れ
て
お

り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動

内
容
・
成
果
等
を
報
告
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
生
挑
戦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
３
件
採
用

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
学

生
の
叶
え
た
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
募
集
し
、
そ
の
実
現

を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

学
生
の
自
主
性
、
企
画
力
、

創
造
性
を
養
う
と
と
も
に
、

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
充

実
・
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
「
鹿
屋
体
育
大
学
学

生
挑
戦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

平
成
28
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

７
月
３
日
と
11
日
に
、
一

次
審
査
（
書
類
審
査
）

を
通
過
し
た
６
件
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
二

次
審
査
（
公
開
に
よ

る
発
表
会
）
が
行
わ

れ
、
申
請
代
表
者
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
現

に
向
け
た
具
体
的
な

計
画
や
、
予
算
案
に

つ
い
て
発
表
し
ま
し

た
。
大
き
な
夢
が
盛

り
込
ま
れ
た
企
画
や

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

を
充
実
さ
せ
る
企
画

な
ど
が
熱
く
語
ら
れ
、

　

こ
の
た
び
、
鹿
屋
体
育
大

学
で
は
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

２
階
の
Ｌ
Ｌ
２
教
室
の
改
修

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
Ｌ
Ｌ
２
教
室

は
固
定
机
に
モ
ニ
タ
ー
と
パ

ソ
コ
ン
を
設
置
し
た
Ｃ
Ａ
Ｌ

Ｌ
教
室
で
し
た
が
、
今
回
の

改
修
に
よ
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
利
用
を
想
定
し
た
テ

ー
ブ
ル
一
体
型
の
可
動
式
椅

子
へ
と
変
更
。
電
子
黒
板
や

複
数
の
可
動
式
ホ
ワ
イ
ト
ボ

ー
ド
を
設
置
す
る
な
ど
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
と

す
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
に
適
し
た
多
目
的
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
へ
と

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。

　

８
月
２
日
に
は
教

職
員
に
対
す
る
同
教

室
の
説
明
会
が
行
わ

れ
、
吉
重
美
紀
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
長
よ

り
改
修
の
経
緯
等
に

つ
い
て
話
が
あ
っ
た

ほ
か
、
同
セ
ン
タ
ー

の
国
重
徹
教
授
よ
り

改
修
後
の
教
室
を
活

用
し
た
授
業
例
の
紹

介
な
ど
が
行
わ
れ
ま

Ｌ
Ｌ
２
教
室
を

多
目
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
へ
改
修

　

８
月
６
日
、
芸
濃
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
（
三
重
県
）
に

お
い
て
、
第
56
回
全
日
本
学

生
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会
が

開
催
さ
れ
、
鹿
屋
体
育
大
学

な
ぎ
な
た
部
が
試
合
競
技
団

体
の
部
で
見
事
３
連
覇
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

主
将
の
水
谷
晴
佳
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程
４
年
）

は
「
先
輩
達
が
果
た
し
た
２

連
覇
を
引
き
継
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
1
年
間
ず
っ
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
昨
年
の

10
月
以
降
、
こ
の
日
の
た
め

に
練
習
内
容
を
見
直
し
た
基

礎
練
・
応
用
練
の
実
施
、
今

大
会
の
直
前
に
は
学

内
で
部
員
８
名
を
フ

ル
活
用
し
て
プ
レ
試

合
を
実
施
す
る
な
ど

し
て
、
本
番
に
緊
張

し
な
い
よ
う
に
と
備

え
た
の
が
功
を
奏
し

た
と
思
い
ま
す
。
地

域
の
方
々
、
鹿
屋
体

育
大
学
の
教
職
員
及

び
Ｏ
Ｇ
の
み
な
さ
ん

を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
方
々
か
ら
の
応

援
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

に
負
け
な
い
心
の
支

え
に
な
り
、
優
勝
す

　

7
月
23
日
、
大
学
日
本
一

を
個
人
戦
で
争
う
第
65
回
全

日
本
学
生
剣
道
選
手
権
大
会

が
エ
デ
ィ
オ
ン
ア
リ
ー
ナ
大

阪（
大
阪
府
）で
開
催
さ
れ
、

鹿
屋
体
育
大
学
剣
道
部
の
牧

島
凜
太
郎
さ
ん
（
武
道
課
程

３
年
）
が
見
事
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

準
決
勝
を
延
長
戦
の
末
勝

ち
上
が
り
、迎
え
た
決
勝
戦
。

相
手
は
苦
手
と
す
る
上
段
構

え
の
選
手
で
し
た
が
、
試
合

中
盤
、
相
手
の
手
元
が
わ
ず

か
に
上
が
っ
た
隙
を
見
逃
さ

ず
コ
テ
を
た
た
き
込
み
、
一

本
勝
ち
。

　

牧
島
さ
ん
は
、「
昨

年
の
同
大
会
で
は
３

位
で
、
目
の
前
の
勝

利
を
逃
し
て
と
て
も

悔
し
か
っ
た
。
一
年

間
そ
の
悔
し
さ
を
バ

ネ
に
練
習
に
励
ん
だ

結
果
掴
み
取
っ
た
こ

快
挙
！
団
体
３
連
覇
！！

全
日
本
学
生
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会

る
こ
と
が
で
き
た
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。
今
は
本
当
に

ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
」
と
安

堵
の
表
情
で
振
り
返
り
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
試
合
競
技
個
人
の

部
で
は
溝
上
美
咲
さ
ん
（
武

道
課
程
４
年
）
が
３
位
入
賞

を
果
た
し
、
少
人
数
な
が
ら

も
3
連
覇
を
成
し
遂
げ
る
同

部
の
底
力
を
み
せ
ま
し
た
。

ま
た
、演
技
競
技
の
部
で
は
、

入
賞
は
逃
し
た
も
の
の
2
年

生
の
2
人
が
息
の
合
っ
た
演

技
を
見
せ
る
な
ど
、
今
後
の

活
躍
も
期
待
さ
せ
た
大
会
に

な
り
ま
し
た
。

の
優
勝
は
、
と
て
も
う
れ
し

い
。
今
度
は
、
こ
の
優
勝
を

励
み
に
大
学
生
活
の
ラ
ス
ト

１
年
を
頑
張
り
た
い
」
と
嬉

し
い
初
優
勝
を
振
り
返
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
前
日
22
日
に
は
女

子
の
個
人
戦
大
学
日
本
一
を

決
め
る
第
51
回
全
日
本
女
子

学
生
剣
道
選
手
権
大
会
が
同

会
場
で
行
わ
れ
、
同
部
の
松

本
智
香
さ
ん
（
同
３
年
）
が

決
勝
戦
ま
で
進
出
し
、
延
長

の
末
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た

が
、
堂
々
の
準
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

牧
島
凜
太
郎
さ
ん

全
日
本
学
生
剣
道
選
手
権

大
会
で
優
勝
！

採用されたプロジェクト
申請代表者 プロジェクト名
佐竹　滉道

（武道課程　４年）
保健体育授業実践の総合力向上プロジェクト
～専門家としての教師をめざして～

田中　陽
（スポーツ総合課程　２年）

教員になるための勉強会
～集団討論、小論文の試験対策を通して～

佐藤　博幸
（スポーツ総合課程　２年）

平成 28 年度台風 16 号による大隅湖被害の復旧と
流木の再利用化

し
た
。
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鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
受
験
希
望
者
と
そ
の
保
護
者
等
を
対
象
と
し
て
、
７
月
15
日
に
平
成
29

年
度
第
１
回
大
学
説
明
会
、
翌
16
日
に
体
験
授
業
を
開
催
し
、
全
国
各
地
か
ら
大
学
説
明
会
に

１
７
５
名
、
体
験
授
業
に
は
延
べ
89
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
学
説
明
会
で
は
、
大
学
及
び
入
試
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
や
在
学
生
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
、
実
験
・
実
習
体
験
を
含
む
施
設
見
学
等
を
行
い
、
翌
日
の
体
験
授
業
で
は
、
２
つ
の
授
業

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
窓
会
か
ら
の
支
援
に
よ
る
学
生
食
堂
体
験
や
課
外
活
動
団
体
の

ポ
ス
タ
ー
展
示
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度 

第
１
回
大
学
説
明
会
及
び
体
験
授
業
を
開
催

●推薦入試
１．募集人員　　体育学部   スポーツ総合課程   　５０人
       　　　　　　　　　　　武　 道　 課　 程　　２０人
　　　　　　　　　　　　　　　　　合　　計　　７０人
２．推薦要件
　 　推薦入試に出願できる者は、次の（１）～（５）のすべてに該当する者と

します。
　（１） 次の各号のいずれかに該当する者で出身学校長が責任を持って推薦し

得る者（既卒者については卒業後1年以内）
　　　①高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者及び平成30年3月卒業見込みの者
　　　②通常の課程による12年の学校教育を修了した者及び平成30年3月修了見込みの者
　　　③ 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第150条の規定により、

高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者及び平成
30年3月31日までにこれに該当する見込みの者

　（２）本学が定めた強化種目において、以下のいずれかの競技成績をあげた者
    ◎強化種目：［スポーツ総合課程］ 

　　　　　　　　　　陸上競技、体操競技、水泳、バスケットボール、
　　　　　　　　　　サッカー（男子）、テニス、バレーボール、
　　　　　　　　　　海洋スポーツ（セーリング、ローイング）、自転車競技
　　　　　　　　　［武道課程］
　　　　　　　　　　柔道、剣道、なぎなた（女子）

     ①スポーツ総合課程
　　（個人種目）
　　　・全国大会ベスト16以上の競技成績を有する者
　　　・公式ランキング16位以上の競技成績を有する者
　　　・ブロック大会ベスト8以上の競技成績を有する者
　　　・ ブロック大会の種目別・団体総合ベスト8以上の競技成績を有する者

（テニス、体操競技、駅伝）
　　（団体種目※）
　　　・全国大会又はブロック大会に出場した競技成績を有するレギュラーメンバー
　　　・ブロック単位での優秀選手、強化選手
　　　※ 団体種目とは、バスケットボール、サッカー（男子）、バレーボー

ルの種目を指します。
    ②武道課程
　　　・全国大会ベスト16以上の競技成績を有する者（団体はレギュラーメンバーのみ）
　　　・ブロック大会ベスト８以上の競技成績を有する者（団体はレギュラーメンバーのみ）
　　　・ブロック単位での優秀選手、強化選手
　　　・金鷲旗高校柔道大会又は玉竜旗高校剣道大会において連続15人以上勝ち抜いた者

　（３）当該スポーツ・武道の分野においてその活動を継続し、競技力の向上に努める者
　（４）調査書の全体の評定平均値が3.0以上の者
　（５）本学の教育課程を履修するための学力を有する者
３．選抜日程等
　　出 願 期 間　　　平成29年11月１日（水）～11月６日（月）
　　選 抜 日 程　　　平成29年11月16日（木）・11月17日（金）
　　合格者発表日　　　平成29年11月29日（水）
４．選抜方法
　 　推薦入試は、出身学校長の推薦に基づき、本学が行う試験（小論文、面接

及び実技検査）の成績、調査書、競技歴調書、推薦書の内容及び健康診断の
結果を総合して選抜します。

　　なお、大学入試センター試験は課しません。
    ※実技検査の内容
　　 　下記のとおり課程別に指定した実技検査種目ＡからOまでの中の１種目を

選択することになります。
 　　　ア．スポーツ総合課程
　　　　　 Ａ 陸上競技　Ｂ 体操競技　Ｃ 水泳　Ｄ バスケットボール
　　　　　 Ｅ サッカー（男子）（フットサルを除く。）　Ｆ テニス　G バレーボール
　　　　　  海洋スポーツ（セーリング：Ｈ ヨット　Ｉ ボードセーリング、

ローイング：Ｊ ボート　Ｋ カヌー）　L 自転車競技
　　　 イ．武道課程
　　　　　 M 柔道　N 剣道　O なぎなた（女子）

●一般入試
１．募集人員　体育学部    スポーツ総合課程　　　６０人
　　　　　　　　　　　 　武　 道　 課　 程　　　２５人
　　　　　　　　　　　　　　　 　合　　計　　　８５人
２．出願資格
　 　一般入試に出願できる者は、次の（１）～（３）のいずれかに該当し、か

つ、平成30年度大学入学者選抜大学入試センター試験の教科・科目の中から
本学が指定する3教科・3科目を受験した者

 　（１）高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者及び平成30年3月卒業見込みの者
 　（２）通常の課程による12年の学校教育を修了した者及び平成30年3月修了見込みの者
 　（３） 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第150条の規定によ

り、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者
及び平成30年3月31日までにこれに該当する見込みの者

３．選抜日程等
　　出 願 期 間　　　平成30年１月22日（月）～１月31日（水）
　　選 抜 日 程　　　平成30年２月25日（日）・２月26日（月）
　　合格者発表日　　　平成30年３月６日（火）
４．選抜方法
　 　一般入試は、平成30年度大学入学者選抜大学入試センター試験並びに本学

が行う試験（面接、実技検査）の成績、調査書、指定調書の内容及び健康診
断の結果を総合して選抜します。

　　※実技検査の内容
　 　　 下記のとおり課程別に指定された実技検査種目又は運動能力検査（ス

ポーツ総合課程のみ）で実施します。
　　 （ＡからＮの中から1種目を選択することになります。）
         ア．スポーツ総合課程　
　　　　 Ａ 陸上競技　Ｂ 器械運動　Ｃ 水泳　Ｄ バスケットボール　Ｅ サッ

カー　Ｆ テニス　Ｇ バレーボール　海洋スポーツ（セーリング：Ｈ 
ヨット　Ｉ ボードセーリング、ローイング：Ｊ ボート　Ｋ カヌー）
Ｌ運動能力検査（検査項目：自転車エルゴメータによる持久性テス
ト、垂直跳テスト、リバウンドジャンプテスト、敏しょう性テスト）

        イ．武道課程
　　　　Ｍ 柔道　Ｎ 剣道
５．本学が課す平成30年度大学入学者選抜大学入試センター試験の教科・科目
　（１）平成29年度以前の大学入試センター試験成績の利用は行いません。
　（２ ）国語又は数学から1教科・1科目、地理歴史若しくは公民又は理科から

1教科・1科目、外国語から1科目の合計3教科・3科目を受験しているこ
とが条件です。

　　　 　なお、本学が指定する教科・科目数を超えて受験した場合は、高得点
となる3教科・3科目を合否判定に用います。ただし、地理歴史及び公民
並びに理科の試験時間において2科目を受験する場合には、第1解答科目
の得点を用います。

平成30年度学生募集のお知らせ  ～推薦入試及び一般入試～

教科 グループ 科目 教科科目の選択の方法
国　語 『国語』

　左記の２教科・７科目のうちから１教
科・１科目を受験していること。数　学

① 「数学Ⅰ」『数学Ⅰ・数学Ａ』

② 「数学Ⅱ」　『数学Ⅱ・数学Ｂ』
『簿記・会計』『情報関係基礎』

地理歴史 「世界史Ａ」「世界史Ｂ」「日本史Ａ」 
　  「日本史Ｂ」「地理Ａ」「地理Ｂ」「現代社
会」「倫理」「政治・経済」『倫理，政治・
経済』

　左記の３教科・18 科目のうちから１
教科・１科目を受験していること。
　ただし，「基礎を付した科目」につい
ては，２科目を受験していること。

公　民

理　科
① 「物理基礎」「化学基礎」

「生物基礎」「地学基礎」
② 「物理」「化学」「生物」「地学」

外国語
『英語』『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』『韓国語』

　左記の１教科・５科目のうちから１教
科・１科目を受験していること。
　（『英語』を選択する者は，筆記とリス
ニングの双方を受験すること。）

（問い合わせ先）
 〒891-2393　鹿児島県鹿屋市白水町1番地
　鹿屋体育大学教務課入試係
　TEL：0994-46-4869  FAX：0994-46-2515
　E-mail:nyushi@nifs-k.ac.jp 
 公式ホームページ　　http://www.nifs-k.ac.jp/ 体験授業の様子 大学説明会「在学生からのアドバイス」

　

参
加
者
は
、
実

験
、
実
習
や
体
育

施
設
等
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
に
よ

り
、
本
学
へ
の
興

味
・
関
心
が
一
段

と
深
ま
っ
た
様
子

で
し
た
。

　

な
お
、
本
年
度

第
2
回
目
の
大
学

説
明
会
は
平
成
29

年
10
月
に
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。
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　私たち男子バレーボール部は、顧問の濱田幸
二先生の指導の下、日々練習に励んでおります。
濱田幸二先生は主に女子バレーボール部を指導
されていますが、自分たちの相談や悩みに対し
て親身になって指導をしてくださいます。
　私たち男子バレーボール部では、部員全員に
チームの一員としての自覚を持たせるためにそ
れぞれに役職を持たせ、試合に勝つことだけで
なくチームマネジメントや大会運営など行うこ
とで、将来に役立つような経験を積むようにし
ています。また、アナリスト活動によりチーム
や個人の課題を明確にすることで、パフォーマ
ンスの向上に繋げるようにしています。
　今年度は春季九州リーグではレギュラーラウ
ンドで勝ち上がり、上位４チームのリーグ戦ま
で行き、ここ数年破ることのできなかった上位

３チームの壁を破り、結果３位となりました。
今後行われる秋季九州リーグでは１部リーグ優
勝、12 月に行われる全日本インカレではベス
ト８を目標に頑張っていきます。
　夏場にかけてはビーチバレーを中心に日々活
動しています。ここ数年は全国優勝できず、良
い結果でもベスト４で終わってしまうことが多
いので、今年こそは優勝を目指して頑張ってい
きます。
　現在は４年生３名・３年生１名・２年生３名・
１年生２名計９名と少人数ではありますが、濱
口隆史主将を中心に一人一人が日々成長し自分
の役割をしっかり果たすべく、互いに切磋琢磨
し日々練習に取り組んでいます。
　今後とも鹿屋体育大学男子バレーボール部の
応援をよろしくお願い致します。男子バレー

ボール部

課外活動団体紹介

　

7
月
16
日
～
17
日
、「
お

お
す
み
く
ん
家
ス
ポ
ー
ツ

キ
ャ
ン
プ
～
野
球
～
」
及
び

「
第
7
回
少
年
野
球
教
室
」

が
開
催
さ
れ
、
鹿
屋
体
育
大

学
硬
式
野
球
部
が
、
参
加
し

た
中
学
生
の
測
定
・
指
導

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
、「
高

度
な
測
定
機
器
に
よ
る
諸

調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
た
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
法
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ

技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
青
少
年
の
自
立

を
支
援
す
る
こ
と
」
を
目

的
に
、
お
お
す
み
く
ん
家

と
鹿
屋
体
育
大
学
硬
式
野

球
部
が
協
力
し
て
開
催
さ

れ
た
も
の
で
、
鹿
児
島
県

内
の
中
学
校
6
校
か
ら
約

１
０
０
名
の
中
学
生
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

1
日
目
は
、
鹿
屋
体
育

大
学
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
研
究
棟
に
て
、
ハ

イ
ス
ピ
ー
ド
カ
メ
ラ
や
ス

イ
ン
グ
ト
レ
ー
サ
ー
な
ど

の
機
器
を
用
い
て
フ
ォ
ー

ム
チ
ェ
ッ
ク
や
ス
イ
ン
グ

ス
ピ
ー
ド
の
計
測
等
、
さ

ら
に
簡
易
貧
血
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
の
計
15
項
目
の
測
定

が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

2
日
目
は
同
大
野
球
場
に

て
野
球
教
室
が
行
わ
れ
、

様
々
な
プ
レ
ー
の
コ
ツ
や

注
意
点
に
つ
い
て
、
大
学

生
か
ら
中
学
生
へ
個
別
指

導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
中
学
生
か
ら

は
「
色
々
な
測
定
で
自
分

自
身
の
現
状
が
分
か
っ
て

よ
か
っ
た
」「
指
導
し
て

も
ら
っ
た
こ
と
を
今
後
の

練
習
で
も
気
を
つ
け
て
い

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
７

月
20
日
に
教
職
員
を
対
象
と

し
た
「
普
通
救
命
講
習
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
は
、
大
隅
肝
属

地
区
消
防
組
合
中
央
消
防

署
か
ら
講
師
を
招
き
、
救
命

に
必
要
な
応
急
手
当
の
方
法

に
つ
い
て
理
解
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
も

の
。

　

講
習
は
、
応
急
手
当
の
目

的
と
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て

Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
を
行
っ
た
後
、

人
形
を
用
い
て
心
肺
蘇
生
法

及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
使
用
法
に
つ

い
て
実
技
指
導
を
中
心
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
初
め
は
ぎ
こ

ち
な
か
っ
た
参
加
者
も
、
時

間
の
経
過
と
と
も
に
動
作
も

ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
ま
た
、

講
師
へ
の
質
問
も
積
極
的
に

行
う
な
ど
、
体
育
大
学
の
教

き
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学

生
に
と
っ
て
も
、
測
定
・
指

導
を
通
し
て
自
分
の
プ
レ
ー

を
見
直
す
に
よ
い
機
会
に

な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

硬
式
野
球
部　

お
お
す
み
く
ん
家
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
で

中
学
生
を
測
定
・
指
導

恒
例
！
夏
の
公
開
講
座　

ス
ポ
ー
ツ
３
講
座　

開
講

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
夏

休
み
を
利
用
し
た
短
期
集
中

型
の
公
開
講
座
を
毎
年
開
講

し
て
い
ま
す
。

　「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
サ

マ
ー
・
キ
ャ
ン
プ
」
は
、「
Ⅰ
」

と
し
て
７
月
15
日
～
17
日
に
、

「
Ⅱ
」
と
し
て
７
月
21
日
～
23

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
遠

く
は
山
口
県
の
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
チ
ー
ム
7
名
を
始
め
小
・

中
学
生
総
勢
74
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
講
座
は
、
鹿
屋
体

育
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
顧
問
教
員
及
び
部
員
が
受

講
生
の
少
人
数
グ
ル
ー
プ
に

付
く
形
で
行
わ
れ
、
昼
間
の

練
習
か
ら
食
事
や
洗
濯
ま
で

の
サ
ポ
ー
ト
を
き
め
細
か
く

行
い
ま
し
た
。
受
講
生
か
ら

は
大
学
生
が
日
頃
行
う
よ
う

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
練
習
を
体

験
で
き
て
「
楽
し
く
丁
寧
に

教
え
て
も
ら
っ
て
わ
か
り
や

す
か
っ
た
」
と
の
声
が
多
く

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
「
少
年
少
女
楽
し
い
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
」
は
、

錦
江
湾
を
臨
む
同
大
学
海
洋

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

７
月
25
日
～
27
日
に
開
催
さ

れ
、
遠
く
は
静
岡
県
か
ら
の

1
名
を
含
む
小
学
生
21
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
活
動
は
学

生
ス
タ
ッ
フ
が
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
行
わ
れ
、
①
ヨ
ッ
ト
、
②

カ
ヌ
ー
＆
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン

グ
、
③
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
＆
ス

タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ッ
ド
ル
ボ
ー

ド
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
体
験
。

自
然
に
囲
ま
れ
た
穏
や
か
な

錦
江
湾
の
同
セ
ン
タ
ー
で
、

日
頃
体
験
で
き
な
い
多
種
多

様
な
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
体

験
し
た
子
供
た
ち
か
ら
は
、

「
来
年
も
ま
た
来
た
い
」
と
の

声
が
聞
か
れ
、
海
洋
ス
ポ
ー

ツ
を
十
分
満
喫
し
た
様
子
で

し
た
。

　
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル・サ
マ
ー・

キ
ャ
ン
プ
」
は
、
８
月
２
日

～
４
日
、
遠
く
は
屋
久
島
の

小
学
生
が
14
名
、
宮
崎
県
か

ら
小
・
中
学
生
が
14
名
な
ど

県
内
外
か
ら
総
勢
約
１
１
０

名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
座
は
、
鹿
屋
体
育

大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
顧
問

教
員
と
部
員
が
総
動
員
で
運

営
。
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
か

ら
各
技
能
の
反
復
練
習
、
試

合
形
式
の
練
習
に
加
え
、
暑

い
中
で
へ
こ
た
れ
そ
う
な
子

供
た
ち
へ
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
の
声
か
け
ま
で
真
心

こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
の
内

容
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
笑
顔
の
中
に
も
真

剣
に
練
習
が
で
き
、「
大
学
生

の
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
て
刺
激

を
受
け
た
」「
違
う
学
校
の
仲

間
が
増
え
て
う
れ
し
か
っ
た
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

普
通
救
命
講
習
を
開
催

職
員
と
し
て
の
救
命
処
置
へ

の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
教
職
員
か
ら
は

「
人
形
を
使
っ
た
実
技
が
あ

り
、
救
命
方
法
に
つ
い
て
一

定
の
理
解
で
き
た
」、「
実
技

指
導
や
質
問
へ
の
説
明
を
丁

寧
に
し
て
い
た
だ
い
た
。
い

ざ
と
い
う
時
は
こ
の
講
習
で

学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
行

動
し
た
い
」
等
の
感
想
が
あ

り
、
た
い
へ
ん
有
意
義
な
講

習
と
な
り
ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
７

月
５
日
と
12
日
に
学
生
・
教

職
員
を
対
象
と
し
た
交
通
安

全
、
生
活
安
全
お
よ
び
女
性

に
対
す
る
安
全
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
交
通
安

全
意
識
の
醸
成
と
高
揚
を
図

り
交
通
事
故
防
止
に
努
め
る

こ
と
、
薬
物
乱
用
や
盗
難
、

サ
イ
バ
ー
犯
罪
等
の
危
険
性

を
認
識
す
る
こ
と
、
性
犯
罪

被
害
を
防
止
し
、
女
子
学
生

等
の
防
犯
意
識
の
高
揚
に
努

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
２
日
間
で
６
４
７
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

鹿
屋
警
察
署
交
通
課
と
生

活
安
全
刑
事
課
か
ら
講
師
を

招
き
、
県
内
で
起
き
た
交
通

事
故
や
薬
物
使
用
、
盗
難
等

交
通
安
全
、生
活
安
全
お
よ
び

女
性
に
対
す
る
安
全
講
習
会
を
開
催

の
事
例
に
基
づ
く
具
体
的
な

話
や
、
不
審
者
に
襲
わ
れ
た

場
面
で
の
護
身
術
に
つ
い
て

実
演
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

実
演
指
導
で
は
、
学
生
も
実

際
に
参
加
し
、
自
分
の
身
体

の
安
全
、
防
犯
に
つ
い
て
真

剣
に
考
え
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
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学内行事 10 月
１日　開学記念日
２日　授業開始
　　　小クラス懇談会（～ 3日）
　　　学内交通安全指導（～ 5日）
　　　履修登録変更期間（～ 16日）
13日　AO（SS）入試第 2次選考
14日　第 2回大学説明会
23日　大学院修士課程入試
24日　大学院博士後期課程入試
下旬　なんでんかんでん語ろう会
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ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟

で
は
、
測
定
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
施

設
見
学
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
度
は
、
鹿
屋
市
内
を
は
じ
め
と
す

る
鹿
児
島
県
内
の
方
々
や
、
県
外
、
海

外
（
韓
国
、
台
湾
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ

ン
ス
等
）
の
方
々
な
ど
、
１
７
３
件
、

延
べ
１
，０
７
５
名
が
見
学
に
来
ら
れ

ま
し
た
。
小
中
学
生
や
高
校
生
の
進

路
学
習
や
、
自
治
体
の
研
修
の
一
環
、

ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
団
体
や
他
大
学

の
教
員
な
ど
の
見
学
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
施
設
見
学
の
ご

案
内
（h

ttp
://w

w
w

.n
ifs-k

.
ac.jp

/ou
tlin

e/facilities/
v
isitor.h

tm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
毎
年
秋
に
行
わ
れ
る
本
学

の
学
園
祭
で
あ
る
「
蒼
天
祭
」
で
は
、

大
学
開
放
事
業
の
一
環
と
し
て
ス
ポ
ー

ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟
の
体
験
・

見
学
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
度
は
50
名
程
度
の
方
が
参
加
し
て

く
だ
さ
り
、
希
望
者
は
50
メ
ー
ト
ル

の
フ
ォ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
走
路
を
走
り
、

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
様
子

な
ど
を
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
カ
メ
ラ
で
撮
影

し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
で
は
事
前
の
申

し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
年
度

の
蒼
天
祭
で
は
、
11
月
12
日
（
日
）
に

体
験
・
見
学
ツ
ア
ー
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

（
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
→h

ttp
://

sp
lab

.n
ifs-k

.ac.jp
/

）

施
設
見
学
の
紹
介（
松
尾 

彰
文
教
授
）

ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟
だ
よ
り

第8回昨年度の「蒼天祭」での体験・見学ツアーの様子

《
一
　
般
》

カ
イ
コ
ー
㈱　

様
（
三
万
円
）

　

賛
助
会
費
は
、
奨
学
金
、
国
際
交
流
、
学

内
研
修
等
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

本
財
団
の
賛
助
会
員

制
度
は
、
平
成
元
年
四
月

に
発
足
し
ま
し
た
。
年
会

費
（
寄
付
金
）
は
一
口　

企
業
三
万
円
、
個
人
一
万

円
か
ら
で
す
。

　

本
財
団
は
、
公
益
財
団

法
人
と
し
て
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
財
団
に
対
す

る
年
会
費
（
寄
付
金
）
に

つ
き
ま
し
て
は
税
法
上
の

優
遇
措
置
が
あ
り
、
二
千

円
を
超
え
る
ご
寄
付
に
つ

き
ま
し
て
は
、
そ
の
超
え

る
額
に
つ
い
て
所
得
税
の

寄
付
金
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

※
年
会
費
は
、
振
り
込
み

も
し
く
は
現
金
で
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
込
み
の
場
合
は
、

次
の
金
融
機
関
へ
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

・ 

鹿
児
島
銀
行
鹿
屋
支
店

　
（
普
）
九
三
二
〇
六
七

・ 

鹿
児
島
興
業
信
用
組
合

　

西
原
支
店

　
（
普
）
三
五
八
二
一
一

・ 

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫

　

西
原
支
店

　
（
普
）
〇
〇
四
三
八
〇

∧
口
座
名
義
∨

　

公
益
財
団
法
人　

鹿

屋
体
育
大
学
体
育
・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
教
育
財
団

　

理
事
長　

風
呂
井
敬

　

本
財
団
の
活
動
の
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、 

関
係
各
位
の
格
別
な
る
御

高
配
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 事

務
局
か
ら

授業料の納付について
　平成 29 年度後期分授業料は、下記のとおり銀
行口座引落を行いますので、よろしくお願いいた
します。
１．銀行口座引落日：10 月 27 日（金）
　 　10 月 26 日（木）までに引落口座へ入金してく

ださい。
２．授業料（半期分）：267,900 円
３．問い合わせ先：鹿屋体育大学　財務課出納係
　　　　　　　　　TEL　0994-46-4840

　平成 29 年度後期分の学生宿舎経費は、下記のとおり銀行口座引落を行いますの
で、よろしくお願いいたします。
１．銀行口座引落日：10 月 12 日（木）
　　前日までに引落口座へ入金してください。
２．学生宿舎経費：後期分（平成 29 年 10 月分～平成 30 年 3 月分）
　　　　　寄宿料　　　25,800 円（4,300 円× 6 ヶ月）
　　　　　運営費　　　57,000 円（9,500 円× 6 ヶ月）
　　　　　   計　　　　82,800 円
３．問い合わせ先：鹿屋体育大学  学生課生活支援係　TEL　0994-46-4888

学生宿舎経費の納付について

　

鹿
屋
体
育
大
学
は
、
7
月
25
日

～
27
日
の
3
日
間
、
東
京
ビ
ッ
ク

サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
、
日
本
最

大
の
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
産
業
総
合

展
示
会
「SP

O
R

T
E

C
2017

」

に
出
展
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
約

８
０
０
社
が
出
展
し
て
お
り
、
来
場

者
数
は
3
日
間
で
５
０
，９
７
２
名

（SP
O

R
T

E
C

事
務
局
発
表
）
あ

り
ま
し
た
。同
大
出
展
ブ
ー
ス
で
は
、

受
託
・
共
同
研
究
等
の
産
学
連
携
に

関
す
る
広
報
を
目
的
と
し
、
産
学
連

携
広
報
チ
ラ
シ
、
大
学
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
、
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研

究
棟
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
配
布
し
、

共
同
研
究
の
実
績
や
研
究
施
設
の
紹

介
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
同
大
ブ
ー

ス
を
訪
れ
た
来
場
者
か
ら
は
、
大
学

の
施
設
、
産
学
連
携
活
動
の
成
果
、

日
本
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
産
業
総
合
展
示
会

“
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
１
７
”に
出
展

卒
業
生
の
就
職
先
、
鹿
屋
ア
ス
リ
ー

ト
食
堂
に
つ
い
て
な
ど
様
々
な
質
問

が
あ
っ
た
ほ
か
、
同
大
と
の
受
託
・

共
同
研
究
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
が

行
わ
れ
る
な
ど
非
常
に
充
実
し
た
出

展
と
な
り
ま
し
た
。

闘いのスケジュール 10月
10日・平成29年度全日本大学対抗テニス王座決定試合
 （～13　東京/有明テニスの森）
15日・�第53回全日本学生自転車競技トラック新人

戦・西日本大会（奈良/奈良競輪場）
20日・第33回U20日本陸上競技選手権大会
 （～22　愛知/パロマ瑞穂スタジアム）
　　・2017ジャパンカップサイクルロードレース
 （～22　栃木/宇都宮市内）
21日・第25回全日本学生セパタクロー選手権大会
 （～22　埼玉/久喜市第二体育館・幸手市民文化体育館）

28日・平成29年度全日本学生柔道体重別団体優勝大会
� （男子19回�女子9回）
 （～29　兵庫/ベイコム総合体育館）
29日・第65回全日本学生剣道優勝大会
 （東京/日本武道館）
　　・第35回全日本大学女子駅伝対校選手権大会
 （宮城/弘進ゴムアスリートパーク仙台　他）
31日・第82回全日本学生ヨット選手権大会
 （～11/5　福井/若狭和田マリーナ）

【男子バレーボール】
◆九州大学ビーチバレー男子選手権大会
（7/22～7/23　熊本県/芦北町マリンパーク）
  1位 二宮・岩本
【水泳】
◆第77回九州学生選手権水泳競技大会
（7/8～7/9　鹿児島県/鹿児島市鴨池市民プール）
▽男子
 100ｍ自由形 2位 古賀　圭一郎
 200ｍ自由形 2位 古賀　圭一郎
 400ｍ自由形 1位 小林　祐馬
  3位 可德　圭秀
 1500ｍ自由形 1位 小林　祐馬
  2位 佐貫　省吾
  3位 可德　圭秀
 100ｍ背泳ぎ 3位 富田　修平
 200ｍ背泳ぎ 2位 黒川　真吾
 100ｍ平泳ぎ 1位 宮澤　祐太
  3位 脇園　樹
 200ｍ平泳ぎ 1位 脇園　樹
 200ｍバタフライ 1位 野﨑　充
 200ｍ個人メドレー 2位 田崎　竜成
 400ｍ個人メドレー 1位 野﨑　充
 400ｍメドレーリレー 2位 富田・宮澤・野﨑・岡本

▽女子
 50ｍ自由形 2位 竹林　愛花
 100ｍ自由形 2位 石原　愛由
 200ｍ自由形 1位 石原　愛由
  3位 鳥居　真世
 400ｍ自由形 1位 川﨑　碧
  2位 小川　真侑
 800ｍ自由形 1位 川﨑　碧
  2位 小川　真侑
 100ｍ背泳ぎ 1位 山口　藍李
  3位 川崎　涼夏
 200ｍ背泳ぎ 1位 山口　藍李
  2位 川崎　涼夏
 100ｍ平泳ぎ 2位 五十嵐　陽美
 200ｍ平泳ぎ 2位 五十嵐　陽美
 100ｍバタフライ 1位 小林　瑠那
 200ｍバタフライ 1位 小林　瑠那
  2位 寺田　奈央
 200ｍ個人メドレー 1位 早水　柚香子
 400ｍ個人メドレー 1位 早水　柚香子
 400ｍフリーリレー 1位 小林・牟田・菅・石原
 800ｍフリーリレー 1位 石原・鳥居・小川・川﨑
 400ｍメドレーリレー 1位 山口・五十嵐・小林・石原
【剣道】
◆第65回全日本学生剣道選手権大会
（7/23 大阪府/エディオンアリーナ）
▽男子 1位 牧島　凜太郎
◆第51回全日本女子学生剣道選手権大会
（7/22　大阪府/エディオンアリーナ）

  2位 松本　智香
  8位 冨永　比奈野
【漕艇】
◆平成29年度関西選手権競漕大会
（7/1～7/2　大阪府/府立漕艇センター）
 一般女子シングルスカル
  3位 四方  美咲
【自転車競技】
◆第58回全日本学生選手権トラック自転
車競技大会
（7/1～7/2　静岡県/伊豆ベロドローム）
▽男子
 スプリント 2位 堀　航輝
 インディヴィデュアル・パーシュート
  1位 松本　憲斗
 マディソン 5位 徳田・長松
  6位 黒枝・阿部
 ポイントレース 5位 阿部　将大
▽女子
 500ｍＴＴ 7位 橋本　優弥
 ポイントレース 2位 橋本　優弥
  5位 西島　叶子
 スプリント 3位 西島　叶子
 イディヴィデュアルパーシュート
  2位 橋本　優弥
◆2017Ｊａｐａｎ　Ｔｒａｃｋ　ＣｕｐⅠ＆Ⅱ
（7/１～7/２　静岡県/伊豆ベロドローム）
▽女子

 エリートオムニアム
  2位 橋本　優弥
 エリートマディソンⅠ
  1位 橋本　優弥※
 エリートマディソンⅡ
  1位 橋本　優弥※
 ケイリンⅡ 8位 西島　叶子

※は他団体選手との出場を示す。
◆第4回JICF国際トラックカップ自転車競技大会
（7/15～16　長野県/松本市美鈴湖自転車競技場）
▽男子
 4㎞個人追い抜き
  3位 阿部　将大
 スプリント 5位 堀　航輝
  6位 真鍋　智寛
 ケイリン 8位 釘尾　真幸
 30㎞マディソン 4位 阿部・長松
 タンデムスプリント
  2位 釘尾・堀江
 1㎞タイムトライアル
  5位 堀　航輝
 オムニアム
  6位 松本　憲斗
 チームスプリント
  2位 堀・岸田・真鍋
▽女子
 500ｍタイムトライアル
  1位 西島　叶子
 ケイリン 3位 西島　叶子

７月


